
　　　　

2025 年 1 月 8 日

平日 13 時 0 分から 17 時 0 分まで

土・祝日 10 時 0 分から 16 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語 コミュニケーション

人間関係 社会性

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間

本
人
支
援

「療育の世界に新しい道を」
すべての人々が分け隔てなく成長し、心身ともに「健康」をはぐくむ環境を創る

安心して自立を託せる場所となり、利用する方の「生きる力を見つける」を支援する。
社会性・適応力・体験を通して、自立出来る力をつけていく。
意欲と自主性を大切にし、個々に合った学習で学習習慣を身につけていく。

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

送迎実施の有無 あり なし

移行支援
進路や移行先の選択についての本人や家族への相談援助や
移行に向けての準備を行う。

学校、障害福祉サービス等事業所と連携し、子どもや家庭の支援をトー
タルにサポートする。

職員の質の向上
虐待防止事例検討会、事業者内支援会議、担当者会議、
委員会活動、外部講師による研修等の実施。

・季節ごとのイベントや社内の他施設との合同イベント、保護者参観イベントの実施。
・保護者向けの講演会や保護者面談の実施。

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善を促していく。
・基本的生活のスキルの獲得。
・生活環境を整える。

（別添資料１）

事業所名 まいるーむ放課後こども教室　こども教室 支援プログラム 作成日

・1日の時間帯別活動を示すタイムテーブルの確認による時間の認知形成。
・空間、時間、数などの概念を習得。
・個々に合ったカリキュラムに沿った学習内容の把握、本人主体で行動を確認。

・適切なコミュニケーション能力の向上。
・はじめの会やおわりの会、学習に取り組む際にわからない部分を的確に伝えるなどのやり取りによる言語の受容及び表出。
・場面に合わせた言葉遣いの定着。

・他者との関わりの機会を通じて、人間関係の形成を行う。
・遊びの中からルールを学び、社会性を身につけていく。
・一人遊びから協同遊びへの支援。

子どもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助や面談の実施。
特別支援の勉強会、講演会や相談会の実施。

・運動の機会の提供(月に1回フットサル)。
・微細運動の実施(パソコン学習でのキーボードへの打ち込み、マウスの動作など)。
・姿勢保持能力の向上(学習に取り組む際に座位保持の維持など)。


